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原子力空母の配備を問う2024キャンペーン

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会
〒238-0008　横須賀市大滝町１ー26 清水ビル3階

横須賀市民法律事務所方　電話：046ー827ー2713　FAX：046ー827ー2731

原子力空母の配備を問う

3,000人
市民アンケート
報告集
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経過説明

●2005年10月
　日本政府は米海軍横須賀基地へ原子力空母配備を発表。当初、市長も市議会も原子力空母配備に反対
し、通常艦配備を求めましたが、日米政府の強い働きかけがあり、市長は2006年6月、市議会全員協議会で
配備を容認しました。これに対し市民有志は、横須賀の将来にわたる重要問題と受け止め、配備は市民の総
意で決定すべきと「住民投票」実施を求める運動に踏み切りました。
●2006年10月
　「原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会」が結成され、市内で活動する平和団体、組
合、政党及び政治団体などが中心となり呼びかけ、多くの市民が当会への活動に参加しました。
●2007年2月
　住民投票条例直接請求運動は、横須賀では初めての取り組みでしたが、市内各地で地域集会を行い、学
習会を重ね、受任者（署名を取れる人）を増やしました。事務所を開設し、駅・街頭での署名活動、親しい人へ
の声掛け、戸別訪問等これまで市民運動や政治活動に関わりのなかった人までも参加し、市内全域で署名
活動が行われました。41000筆の署名を集め、市議会へ提出しましたが、市議会は条例案を否決しました。
●2008年5月
　原子力空母入港が差し迫る中、当会は「もう一度、何度でも」と2度目の住民投票条例直接請求運動を行
い、前回より受任者・署名数を増やし、52000筆の署名を市議会へ再提出しました。しかし市議会は条例案を
再び否決。
●2008年9月25日
　市民の意向は問われないまま、原子力空母ジョージ・ワシントンは横須賀に配備されました。
　配備翌年から横須賀基地内での定期修理が始まり、修理で発生した放射性廃棄物の搬出が行われまし
た。エードメモワールによって、日本での修理は行わないとされていましたが放射性廃棄物の艦外搬出は毎
年繰り返されています。
●2011年3月11日
　福島原発事故発生。市内でも大きな揺れを感じ、横須賀港内でも水位が上がるほどでした。一方、ロナル
ド・レーガンは福島沖で災害援助（トモダチ作戦）を行いましたが、その際に被ばくした乗組員は損害賠償訴
訟を起こしています。
●2015年10月1日
　原子力空母ロナルド・レーガン入港。横須賀配備7年経過したジョージ・ワシントンから、新たにロナルド・
レーガンが配備されました。当会では単なる交代でなく、原子力空母母港の恒久化ととらえ、改めてこのまち
の民意を確認されるべきと考え、「10000人市民アンケート」を実施しました。
　直接市民との対話で回答を頂き、YES/NOだけでなく原子力空母に関してのご意見を記入いただくこと
で、横須賀のまち・暮らし・平和について市民の思いを受け取りました。

　原子力空母2艦目のR.レーガン配備から8年、再びG.ワシントンが横須賀へ配備されることが2023年4月
に発表されました。
　当会では、原子力空母の安全性が情報公開されないまま再配備されることに懸念し、2024年改めて市民
アンケートを行いました。4230名の方よりご回答いただき、1184名の方がご意見を記入してくださいまし
た。
　この報告集をお読みいただいて、原子力空母について、横須賀のまちづくりについて、また当会の今後の
活動についてもご意見をお寄せください。

これまでの動き
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こ
の
ま
ま

ず
っ
と

原
子
力
空
母
の

い
る
ま
ち
で

い
い
で
す
か
？

原子力空母の配備を問う
2024キャンペーン

アンケート

聞く

原子力空母の配備を問う
2024キャンペーン

意見広告
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●2005年10月
　日本政府は米海軍横須賀基地へ原子力空母配備を発表。当初、市長も市議会も原子力空母配備に反対
し、通常艦配備を求めましたが、日米政府の強い働きかけがあり、市長は2006年6月、市議会全員協議会で
配備を容認しました。これに対し市民有志は、横須賀の将来にわたる重要問題と受け止め、配備は市民の総
意で決定すべきと「住民投票」実施を求める運動に踏み切りました。
●2006年10月
　「原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会」が結成され、市内で活動する平和団体、組
合、政党及び政治団体などが中心となり呼びかけ、多くの市民が当会への活動に参加しました。
●2007年2月
　住民投票条例直接請求運動は、横須賀では初めての取り組みでしたが、市内各地で地域集会を行い、学
習会を重ね、受任者（署名を取れる人）を増やしました。事務所を開設し、駅・街頭での署名活動、親しい人へ
の声掛け、戸別訪問等これまで市民運動や政治活動に関わりのなかった人までも参加し、市内全域で署名
活動が行われました。41000筆の署名を集め、市議会へ提出しましたが、市議会は条例案を否決しました。
●2008年5月
　原子力空母入港が差し迫る中、当会は「もう一度、何度でも」と2度目の住民投票条例直接請求運動を行
い、前回より受任者・署名数を増やし、52000筆の署名を市議会へ再提出しました。しかし市議会は条例案を
再び否決。
●2008年9月25日
　市民の意向は問われないまま、原子力空母ジョージ・ワシントンは横須賀に配備されました。
　配備翌年から横須賀基地内での定期修理が始まり、修理で発生した放射性廃棄物の搬出が行われまし
た。エードメモワールによって、日本での修理は行わないとされていましたが放射性廃棄物の艦外搬出は毎
年繰り返されています。
●2011年3月11日
　福島原発事故発生。市内でも大きな揺れを感じ、横須賀港内でも水位が上がるほどでした。一方、ロナル
ド・レーガンは福島沖で災害援助（トモダチ作戦）を行いましたが、その際に被ばくした乗組員は損害賠償訴
訟を起こしています。
●2015年10月1日
　原子力空母ロナルド・レーガン入港。横須賀配備7年経過したジョージ・ワシントンから、新たにロナルド・
レーガンが配備されました。当会では単なる交代でなく、原子力空母母港の恒久化ととらえ、改めてこのまち
の民意を確認されるべきと考え、「10000人市民アンケート」を実施しました。
　直接市民との対話で回答を頂き、YES/NOだけでなく原子力空母に関してのご意見を記入いただくこと
で、横須賀のまち・暮らし・平和について市民の思いを受け取りました。

　原子力空母2艦目のR.レーガン配備から8
年、再びG.ワシントンが横須賀へ配備されるこ
とが2023年4月に発表されました。
　当会では、原子力空母の安全性が情報公開
されないまま再配備されることに懸念し、2024
年改めて市民アンケートを行いました。4230
名の方よりご回答いただき、1184名の方がご
意見を記入してくださいました。
　この報告集をお読みいただいて、原子力空
母について、横須賀のまちづくりについて、ま
た当会の今後の活動についてもご意見をお寄
せください。
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再配備
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2024市民アンケート・活動報告

●全体集会
　1月21日 キックオフ集会　　
　8月24日 アンケート集計結果報告会
　　
●会員へのお知らせ　　　
　12月19日 ニュース発送　　
　2月16日 ニュース発送
　　
●地域集会　　
　3月3日 産業交流プラザ　　
　3月9日 久里浜コミュニティセンター　　
　3月16日 浦賀コミュニティセンター　　
　3月17日 三笠教会　　
　3月20日 田浦コミュニティセンター　　
　3月23日 はまゆう会館
　　
●ラジオFM放送　　　
　5月15日 FMブルー湘南
　　
●タウンニュース（全6回） 　
　2/23, 3/29, 4/19, 5/10, 5/31, 6/14 
　　 
●SNS 　　　　
　Facebook、 X(Twitter)
　　
●印刷物　　
　キャンペーン冊子　1000部　　
　振込チラシ　　　10,000部

●ネットアンケート
　GMO
　クラウドワークス

場所 参加者 回答数

4月 汐入駅 20 107

京急久里浜駅 11 60

7 横須賀中央駅 20 83

10 衣笠駅 19 152

14 浦賀駅 14 61

17 北久里浜駅 14 79

21 横須賀中央駅 17 60

24 追浜駅 12 146

29 汐入駅 12 60

5月 10 県立大学駅 11 40

16 衣笠駅 13 72

20 横須賀中央駅 12 48

23 追浜駅 10 106

25 汐入駅 14 58

29 馬堀海岸西友前 10 70

6月 4 京急久里浜駅 7 33

16 横須賀中央駅 17 58

19 衣笠駅 12 76

24 追浜駅 12 104

26 汐入駅 8 33

27 馬堀西友前 13 79

28 横須賀中央駅 2 9

日にち
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●街頭アンケート

　街頭アンケートは4月6日から6月28日、横須賀
市内主要駅頭で実施した。実施回数は22回、参
加者は延べ300名だった。
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2024アンケート用紙
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アンケート集計

アンケート総数は4,230通

性別

地域

年齢

手法

「3,000人市民アンケート」は2024年4月6日にスタートし、6月末日に閉め切られました。
アンケート総数は4,230通。性別、地域、年代比は以下の通りです。

　アンケートは、いくつかの手法を組み合わせて実施しました。最も多いのは駅頭での聞き取り
で、全体の41.0％。調査会社に依頼した分が24.7％。クラウドワークスを使ってのアンケートが
14.3％です。
　「呼びかけ人」はアンケートの趣旨に賛同された方が、周辺で聞き取ったものです。
　団体や集会、イベント等で聞き取ったアンケートも回収されましたが、参考意見とし、集計に
は含みませんでした。

男性 53.1％

市内 85.1％ 市外
12.9％

10代
12.5％

駅・街頭
41.0％

呼びかけ人
12.8％

調査会社
24.7％

クラウド
ワークス
14.3％

30代
9.4％

40代
13.5％

50代
15.5％

60代
14.4％

70代
17.0％

80代
7.7％

女性 45.2％

その他・回答しない 1.7％

回答しない 1.9％

回答しない 1.0％

団体 4.4％

20代 5.6％

QRコード 0.4％
集会・イベント等 1.4％

90代以上 1.6％

タウンニュース 5.6％ SSN等 0.2％
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　原子力空母が横須賀に配備されていることを「知っている」は68.6％。「知らなかった」は

31.4％。「知っている」は、男性の方が8ポイントほど高かった。

　年齢別に見ると、「60代」、「70代」、「80代」の「知っている」は80％を超えていたが、「10代」

の「知っている」はわずか21.8％と、大きな違いがあった。

　アンケート調査者からは、若い人は空母そのものがイメージできない人が多いという声

が寄せられていた。

1

アンケート集計

横須賀に原子力空母が配備されていることを
知っていますか？

男性

女性

その他・
回答しない

全体

性別

年代別

コ
メ
ン
ト

知っていた 68.6％ 知らなかった
31.4％

知っていた 72.6％ 知らなかった
27.4％

知っていた 62.9％ 知らなかった
37.1％

知っていた 64.3％ 知らなかった
35.7％

21.8％

46.9％

50.4％

69.9％

77.3％

85.9％

89.5％

87.4％

84.6％

70.7％

78.2％

53.1％

39.6％

30.1％

22.7％

14.1％

10.5％

12.6％

15.4％

29.3％

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代以上

回答しない
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全体

性別

年代別

　安全対策に関して「十分」は16.9％、「不十分」は34.3％だった。安全対策の内容が「わか

らない」という市民は48.8％と半数近かった。

　安全対策の内容が「わからない」と「不十分」とを合わせると8割を超え、原子力空母の配

備から16年たった今も、市民への情報提供が不足していることの表れと言えるだろう。とくに

10代の「わからない」は72.4％と高く、配備後の関連情報の空白が反映していると思われる。

2

アンケート集計

原子力空母に関する米軍・日本政府や横須賀市の
安全対策をどう思いますか？

男性

女性

その他・
回答しない

コ
メ
ン
ト

十分
16.9％

不十分
34.3％

わからない
48.8％

24.6％ 32.1％ 43.2％

6.3％ 37.3％ 56.4％

15.7％ 34.3％ 50.0％

14.3％

18.9％

30.6％

21.6％

16.7％

13.6％

10.2％

8.5％

11.5％

19.5％

13.3％

23.7％

23.6％

32.1％

32.9％

44.7％

53.6％

45.1％

26.9％

26.3％

72.4％

57.5％

45.9％

45.4％

50.4％

41.8％

36.2％

46.4％

61.5％

51.2％

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代以上

回答しない
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全体

性別

年代別

横須賀に原子力空母が配備されていることを
どう思いますか？

　原子力空母の横須賀配備に関しては、「どちらとも言えない」が最も多く46.1％。「反対」は

30.1％で、「賛成」の23.8％を上回った。

　「賛成」は男性で多く34.0％で、女性「賛成」9.5％の3.5倍だった。

　「賛成」が「反対」を超えたのは10代、20代、30代、40代。「反対」が最も多い回答だったの

は70代、80代、90代以上だった。

3

アンケート集計

男性

女性

その他・
回答しない

コ
メ
ン
ト

賛成23.8％ 反対 30.1％ どちらとも言えない 46.1％

17.1％ 40.0％ 42.9％

9.5％ 38.8％ 51.8％

34.0％ 24.9％ 40.1％

21.5％ 17.6％ 60.9％

24.1％ 22.8％ 53.1％

36.8％ 22.3％ 40.9％

29.5％ 25.2％ 45.3％

24.4％ 24.4％ 51.2％

22.6％ 35.8％ 41.6％

13.8％ 50.9％ 35.3％

12.3％ 47.6％ 40.1％

11.5％ 53.8％ 34.6％

17.1％

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代以上

回答しない 34.1％ 48.8％
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原子力空母の交代を問う市民アンケート
2015年と2024年の比較

①横須賀に原子力空母が配備されていることを知っていますか。

②原子力空母に関する米軍・日米政府・横須賀市の安全対策をどう思いますか。

③横須賀に原子力空母が配備されていることについて、どう思いますか。

知っていた70.9％ 知らなかった
29.1％

不十分34.3％ わからない48.8％十分
16.9％

反対30.1％ どちらともいえない
46.1％

賛成
23.8％

知っていた49.7％ 知らなかった50.1％

不十分46.0％ わからない44.1％十分
9.3％

反対49.7％ どちらともいえない
36.0％

賛成
13.7％

2024

2015

2024

2015

2024

2015

　今回のアンケート結果と、2015年に実施した

「１万人アンケート」の結果を比較すると、以下の

ような特徴があった。

●

①原子力空母が横須賀に配備されていることを

「知っている」は70.9％で、2015年の49.7％を大

きく上回った。

②「安全対策について」は「わからない」が一番多

く48.8％とほぼ半数。「十分」と答えた市民は

16.9％だったが、2015年の9.3％からは増えてい

る。

③配備の賛否に付いては、「どちらとも言えない」

が最も多く46 . 1％。反対（30 . 1％）は賛成

（23.8％）を上回った。

　2015年アンケートでは「どちらとも言えない」

36.0％、「反対」49.7％、「賛成」13.7％だった。「反

対」が減った分「どちらとも言えない」が増えてい

るように思える。

●

　「配備を知っている」は、2015年のアンケートか

ら、21ポイント、1.4倍も増えている。配備を知る人

は増えたのに、「知っている」は「反対」にはつな

がっていない。それはなぜか。

　10代では原子力空母の配備を「知らない」が

80％にせまった。国や市の安全対策を「わからな

い」も70％を超えている。

　米海軍や横須賀市、国の情報提供のなさが大

きく関係していると思うが、運動に責任がないと

は言えないだろう。
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反対

全体

どちらとも
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れ
た・し
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が
な
い

⑦
知
ら
な
い・わ
か
ら
な
い

⑧
そ
の
他

⑨
反
対・不
要

10.5％ 26.0％ 15.9％ 3.7％
1.9％

13.8％ 14.2％ 19.2％ 4.7％

22.5％ 3.1％ 4.5％ 10.6％ 6.6％ 6.6％ 9.5％

10.9％ 43.7％ 2.0％
0.4％
10.2％

2.2％
3.5％4.7％ 22.4％

2.3％ 13.1％ 54.5％ 5.7％
1.0％

16.5％

1.0％

5.7％
0.3％

8.2％ 28.3％

記入意見（コメント）、「配備の賛否」の分類結果

①
も
っ
と
情
報
を

②
安
全
性
の
確
保

③
抑
止
力
と
し
て
必
要

④
経
済
的
に
メ
リ
ッ
ト

⑤
攻
撃
さ
れ
る
恐
れ

⑥
も
う
慣
れ
た

　
し
か
た
が
な
い

⑦
知
ら
な
い

　
わ
か
ら
な
い

⑧
そ
の
他

⑨
反
対・不
要

コ
メ
ン
ト
者
数

コ
メ
ン
ト
総
数

賛成

反対

どちらとも
言えない

合計

9 51 211 22 4 64 4 22 1 339 388

49 197 9 2 46 10 16 21 101 390 451

49 121 74 17 9 64 66 43 22 455 465

107 369 294 41 59 138 86 86 124 1184 1304

10.5％ 26.0％ 15.9％ 3.7％ 1.9％ 13.8％ 14.2％ 19.2％ 4.7％

8.2％ 28.3％ 22.5％ 3.1％ 4.5％ 10.6％ 6.6％ 6.6％ 9.5％

10.9％ 43.7％ 2.0％ 0.4％ 10.2％ 2.2％ 3.5％ 4.7％ 22.4％

2.3％ 13.1％ 54.5％ 5.7％ 1.0％ 16.5％ 1.0％ 5.7％ 0.3％

※コメント内容が多岐にわたり、どうしてもひとつに決めかねる場合、当てはまる複数の項目に振り分けた。

アンケートの最後の質問は、「ご意見をお書きください」です。
1184名の方が、1304の「意見」を記入してくれました。
頂いた「ご意見」の内容を9項目に分類し、集計しました。
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記入意見の分類から見えてくるもの

　最も多い「意見」は、「安全性の確認（原子力不

安）」で、全体の28.3％。次に多かったのが「抑止力

として必要」で22.5％。

　2015年の「一万人アンケート」では、「原子力危

険+安全対策の徹底」46.4％だったので、今回、第1

位ではあったがほぼ半減したことになる。数値的に

は、その分「抑止力として必要」が22015年の6.5％

から大きく増えている。

●

　「経済的なメリット」に言及する「意見」は、今回9

番目で、3.1％と少なかった。2015年でも4.3％で、

原子力空母容認の大きな要素とはなっていないこ

とが見えてくる。

　ただし、「賛成」グループでは、「どちらとも言えな

い」や「反対」より数値は高い。

●

　「配備賛成」グループの1位は、「抑止力として必

要」（54.5％）で、過半数を超えた。2位は「しかたが

ない」（16.5％）。3位は「安全性の確保」（13.1％）

だった。

　注目したいのは、「賛成」グループでも「安全性の

確保」が第3位だったこと。「賛成」ではあるが、「安

全性の確保」は条件とされているようにも見える。

　「賛成」、「どちらとも言えない」、「反対」の上位3

位を見ても、市民の多くは、「安全の担保」の必要性

を感じているようだ。

●

　「もう慣れた・しかたがない」は「賛成」で2位・

16.5％、「どちらとも言えない」でも4位・13.8％だっ

た。積極的な理由があっての「賛成」ではなく、「あき

らめ」からの「賛成」だとすると、それとどう向合うか

が、やはり課題といえるだろう。

「全体」の順位

もう慣れた・しかたがない

安全性の確認（原子力不安）

抑止力として必要

もっと情報を

反対・不要

知らない・わからない

その他

攻撃の恐れ

経済的メリット

369
294

138

124
107

86

86
59

41

記入意見（コメント）

攻撃される恐れ

知らない

反対・不要

9

51

22

4

64

4

22

1

安全性の確保（原子力不安）

抑止力として必要

もっと情報を

もうなれた・しかたがない

その他

経済的にメリット

211

「賛成」グループの順位記入意見（コメント）

経済的にメリット

攻撃される恐れ

49

121

74

17

9

64

66

43

22

もっと情報を

抑止力として必要

安全性の確保（原子力不安）

もうなれた・しかたがない

知らない

その他

反対・不要

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨ 経済的にメリット

知らない

9

2

46

10

16

21

抑止力として必要

安全性の確保（原子力不安）

もっと情報を

攻撃される恐れ

もうなれた・しかたがない

その他

反対・不要

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

197

101

49

「どちらとも言えない」の順位記入意見（コメント）

「反対」グループの順位記入意見（コメント）
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●基地があることが心配。関心を
持ってニュースを見ている。（70代
女性）
●少し不安有り。空母などがあって
も不思議とは思わず大人になっ
た。（40代女性）
●原子力空母はあくまで動力なの
で原子力発電所と同じ扱い、非核
三原則にも当てはまらないと思い
ます。（20代男性）
●以前はニュースでとりあげられ
たが、今はあたりまえになりつつあ
る。横須賀に基地がある為しかた
ないと思う。（50代女性）
●市民への広報など周知が不明。
どこで何を誰が知らせているのか。
情報の公開を望みます。（70代女
性）　　　　　　　　
●空母も基地もある意味危険です
が、あるがままに受け入れるしかあ
りません。どこかに配備しなくては
いけないのですから。昔からの基
地なので仕方ない。（70代女性）
●原子力空母の事は耳に入っては
いたがイマイチわからなく。今回の
アンケートで大まかにだが大変な
事案である事がわかった。（60代女
性）
●中学の授業で習った。時と場合
により必要か不必要かは判断がつ
かない。（10代女性）
●子育て世代の横須賀離れの要
因になっていると思う。（50代）
●横須賀に米軍がいるのが当たり
前で、付随するものも当たり前に

思ってしまっている。（60代女性）
●横須賀に生まれたからしかたが
ないと思うこともある。（80代女性）
●あまり大きく報道されないので、
安全評価も出来ないし、必要性に
ついても説明不十分。もっと関心
を持つ人が増え、一部に都合の良
いことだけではなく、リスクや不都
合な情報も知らされるべきだと思
います。近隣住民だけでなく日本
全体の問題として広く知られると
良い。（50代女性）
●あまり身近に感じない。（80代女
性）
●学校で教えてほしかった。（10代
男性）
●原子力空母がどういうものか、
市民の多くがわかっていない。そこ
が本当の恐怖です。（50代男性）
●原子力空母の配備にかかわら
ず、自衛隊もアメリカ軍の基地も不
要と考える。個人的には、ベース開
放イベントに足を運ぶ方たちにも
原子力空母の危険性を知ってほし
い。（40代男性）
●基地や空母、横浜のノースドック
のこと軍事輸出のことなど、関心の
有無にかかわらず誰もが知ること
が必要だと思う。（60代女性）
●大地震が起き、原子力空母の事
故が起きた時、すぐに市民に知ら
せてくれるのか不安です。（60代女
性）
●日本は戦争をしない憲法9条を
持つのに空母などいらない。（70代
男性）

●よくわからない。詳しく教えてほ
しい。（30代女性）
●単純に怖いと思う。この様な空
母が配備されているという情報は
もっと国民に発信してほしいです。
（40代女性）
●そもそも横須賀に原子力空母が
配備されていることをどれくらいの
国民が知っているのか知りたい。
自分はこのアンケートで初めて
知った。もっと公にして国民の意見
をしっかりと聞き入れるべきだと思
う。（40代男性）
●どこにあるかわからなかった。
（10代女性）
●みんなに知ってほしい。（10代男
性）
●何も知らされてない。（60代男
性）
●興味がない。（40代男性）
●知らない人も多いと思うので発
信していくべきだと思う。（20代女
性）
●戦争に巻き込まれるのはイヤ
だ。（10代女性）
●難しい問題で考えたことがあり
ませんでした。（40代女性）
●そもそも原子力空母がなにかよ
くわかってない。市民はもっと知る
べきだし、詳しい説明が欲しい。
（30代女性）
●今回初めて知った。もっと現子力
空母の事を知りたい。（50代女性）
●全然知らなかったのでどの質問
もわからない。（20代女性）

原子力空母の横須賀配備を

記入意見の抜粋

知っていた 知らなかった

●「自由記入欄」へのコメントからの抜粋
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●米軍基地は防衛政策上、必要な
配備であると考えている。原子力空
母についても、日本の防衛のため
容認すべきであるし、市民に危険
性などの不利益になることはない
と感じている。（50代女性）
●放射性物質の守りはかなり頑丈
だと聞きます。確認しようがないで
すが、可能な範囲で公表して市民
に安心感を与えて欲しいです。（50
代男性）
●日米が協力し合って街が成り
立っているし、私達があれこれ言う
よりも危険性などを十分分かって
いる人達が最善の対策をしている
と私は思う。（40代女性）

●原子力空母の賛否を考える前に
安全に管理できるかが課題だと感
じます。（40代男性）
●原子力空母は原発を積んだ空
母という性格なので、原発部分に
事故があった場合には、横須賀市
内だけでなく広い範囲が危険にさ
らされる、ということが十分認識さ
れていない。（70代男性）
●安全性や市民に対する説明など
何もかもが不十分で、米軍や日本
政府はもちろんのこと、横須賀市に
対しても不信感でいっぱいだ。（40
代男性）
●事故が起きてからでは遅いで
す。（70代女性）
●避難訓練を実施しているのは

知っていたが、被爆圏内に住んで
いても私は実際どのように避難し
たら良いのか全く解らない。（70代
女性）
●危険と隣り合わせの現状を心配
している。（70代）
●市の対応がはっきりしない。原
子炉の危険性。（70代男性）
●動力を原子力にすると破壊され
た時にどうなるかは誰でも分かる
話。そのものが核兵器になり、抑止
力にはならない。（40代女性）
●あまりニュースに取り上げられて
いないが、国民に対して原子力空
母の安全対策についての説明が
必要で、野党は政府にきっちりとし
た説明を求めなければならないと
思う。（60代男性）
●不安、心配、怖い気持ちでいっぱ
い。配備が仕方ないのであれば万
が一の時の対策と市民への周知
を進めてほしい。ほかにも市内に
は原子力関連施設があるから、私
たち市民も考えをしっかり持って知
識を学ばねばならないと思う。（60
代女性）
●原子力空母に起因する原子力
災害（事故）に対し、米軍、日本政
府、横須賀市がどのような対策を
取っているか分からない。対策を
講じ、周知する必要がある。共済病
院、市民病院にヨウ素剤を備蓄し
ていると聞いたことがあるが、各戸
にあらかじめ配布する等しないと、
緊急時にどの程度対応できるか不
安を感じる。（30代男性）
●先日ドローンで撮影されたこと
もあり、安全性への懸念がある。
（40代男性）

●安全対策を頻繁にチェックする
べき。（30代女性）

●最近の世界情勢が不安定なの
で空母の安全が担保されれば賛
成です。（20代男性）
●日本は自国が強いと思い込みア
メリカと戦争をした。終戦時は7歳
だった。日本政府は安全対策は考
えていると思う。（80代男性）
●事故を起こすつもりはないだろ
うが可能性としては０ではない。起
こればその影響は大変なものにな
る。（70代男性）
●情報が少なくて、分からない。
（40代女性）
●横須賀市の安全対策の内容が
知りたい。他都市の安全対策も知
りたい。横須賀市近隣の市民は
知っているのか？（60代男性）
●不慮の事故が起きた場合の具
体的なシミュレーションはあるの
か、市民に知らされていない。それ
はなぜだろうか？（60代男性）

原子力空母の安全対策は

記入意見の抜粋

十分

不十分

わからない
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●現在の世界情勢を見るとやむを
えないと思うし、防御力は必要と思
う。（70代男性）
●横須賀市の経済効果に大いに
寄与している。（30代女性）
●抑止力として海自プラスアルファ
として重要であり、海上防衛上最も
必要な艦であると認識している。
（70代男性）
●米国と上手くやっていって欲し
い。（80代男性）
●安保条約があるので配備は仕
方ない。（70代男性）
●日本の防衛上必要な配備であ
り、それを承知の上で横須賀に居
住しているので反対する理由はな
い。無理に隠さず、必要最低限の
情報公開（軍事上の機密は除く）を
行うことで地元の理解は得られる
と思う。（50代男性）
●日本の国防のためにはあった方
がいい。（10代男性）
●米軍がいることで抑止力に繋
がっているから。（20代男性）
●放射能が漏れた場合には大規
模な事故になり横須賀にも住めな
くなるだろうということは知ってい
る。でも、ここで生まれ育ち、米軍基
地があることで糧を得ている。自然
災害だって避けることはできない。
仕方ない、運もあると思っている。
（60代女性）
●本音は反対であるが、安全保障
上、どこかの自治体が引き受ける
必要があり仕方がない。また米軍
が雇用創出の機会にもなってい

る。（50代男性）
●もっと米軍と横須賀市の交流を
盛んにして、お互いに良い影響を
与え合っていけたらと思う。（60代
女性）
●残念ながら横須賀に米軍の基
地があり、最新鋭の軍備が抑止力
になっていることは認めなければ
ならない。いずれ、そんなものが必
要ない世界になるよういろいろな
方面から努力をしていくことが重
要と思う。（60代男性）
●今のところ特に問題無さそうだ
から。（20代女性）
●原子力空母がいることで安心し
ている。（10代男性）
●エネルギー面で優れた原子力
空母は抑止力としては必要だと思
う。（40代男性）
●自分に関係ないから賛成。（10
代男性）
●観光名所になり地域が活性化
し、防衛に貢献している。（30代男
性）
●地政学的に、配置は理にかなっ
ていて、原子力ということでなぜ問
題があるか、わからない。（40代男
性）

●アメリカに対して毅然とした態
度でダメなものはダメとハッキリと
云える事が肝心。何でもアメリカの
言いなりになっている様にしか思
えない。良きパートナーであるから
こそハッキリと断るべき事は断る事
が大事であろう。（70代男性）
●東京湾内という人口密集地での

原子力空母事故による放射能漏
れ、一次冷却水の大量放出等「核
事故」への不安があり、反対です。
（40代男性）
●市民の目線で考えると、横須賀
基地で原子力空母が事故を起こ
す可能性も考えられ、福島第一原
発の惨劇を思い出させるので反対
です。（20代男性）
●米軍が情報を開示していないの
が大変不満。市民を危険におとし
いれる原子力空母の母港化に絶
対反対。（70代男性）
●日本に配備することはよくない。
原発と同じ。（90代男性）
●小さい子供もいるし怖い。（20代
女性）
●原子力艦事故は起きないという
前提での防災訓練や安定ヨウ素剤
の備蓄対応になっている。市民の
安心安全を守るために原子力艦
船は横須賀に来ないでほしい。
（60代男性）
●広島・長崎、3.11の福島を経験
し危なさが分かったはず。原子力
反対の立場で世界と対峙するしか
ない。（50代男性）
●事故につながる可能性、大規模
な被害が出る可能性があると感じ
る。（20代女性）
●いつまでもアメリカにたよるの
はよくない。（70代男性）
●忌野清志郎が原子力は危ない
と言っていた。自分も反対する。
（50代男性）
●原子力は人間の力では制御で
きないので反対。（70代男性）
●敗戦国だから日本の立場は難し
い。戦争反対。（70代女性）

原子力空母、横須賀配備の是非

記入意見の抜粋

賛成

反対

●声に出して言えないが、イヤで
すね。（80代女性）
●空母をはじめとする原子力艦船
の配備に反対。自衛隊を含む基地
撤去が必要。軍転法の理念が尊重
されるべき。市長の対応に問題あ
りと考える。（70代男性）
●米軍の司令部があるのだから１
番先に狙われる。平和は話し合い
で勝ち取るもの。外交が大切。（80
代女性）

●横須賀市民に説明する場を設
けて欲しい。それから賛否を判断し
たい。（50代女性）
●きちんと情報を開示しているな
ら、反対することはないと思いま
す。（60代男性）
●必要性はわかっているが、何か
抵抗がある。それをうまく言語化で
きない。（20代女性）
●生活が脅かされないならいい。
（50代女性）
●日本の防衛を各地で負担するの
は理解できる。沖縄だけ大きく負
担しているのは国民として恥ずか
しい。（70代女性）
●現在の世界情勢からすると、致
し方ありません。（40代男性）
●個人の生活感覚だけで答えるわ
けにはいかない。（60代男性）
●配備で抑止効果があると思う一
方で標的になりやすい。敗戦国で
ある日本の安全保障だと考える。ロ
シア・中国などの脅威に晒され続
けている。また気象や地形を含め
て日本列島の宿命ではないだろう
か。（60代男性）
●原子力そのものの賛否はある
が、ある程度高度な軍事力がある
ことは防衛上必要だと思う。（40代
男性）

●なぜ必要なのかを説明したうえ
で安全対策をしっかりとしてほし
い。配備の賛否はそのうえで考え
たい。（50代男性）
●空母が来ることで利益が得られ
るお店があるから一概に悪いとは
言えない。（30代女性）
●横須賀の町が有名になったの
は原子力空母のおかげなので完
全に反対とまでは言いきれない
が、できればない方がいい。（50代
男性）
●日本を守ってくれるなら。戦禍に
巻き込まれるのは嫌だ。日米安保
を思えば仕方ないのかな。（80代
女性）
●横須賀に置かれることについて
周知されていない不信感がある。
（20代女性）
●日米同盟は幻想。自分達で防御
する術がなければ攻撃されても人
命を守ることはできない。戦争が
起きることのない世界にすること
が大前提だが、国連が機能せず武
器を使いたがる国家元首が暴挙
をふるう現実がある以上、自分達
の国は自分達で自衛できなければ
ならないと思う。世界平和と自衛、
どちらも重要。世界が平和を取り戻
すことを切に願う。（40代女性）
●抑止力になっているとも思うが、
その件について日頃はほとんど考
えてはおらず、横須賀に見物客が
増えるといいと思っている。（50代
女性）
●戦争のない世界、ありえないの
かなぁ。（60代男性）
●日米安全保障の強化に寄与す
ると思う。海上防衛、平和維持につ
ながるとも思う。一方で、原子力空
母の駐留で環境への懸念や観光
リスク、原子力の運用や廃棄物処
理による放射性物質のリスクがあ
る。（30代男性）

●国防上有用だと思うが米兵によ
る事件など看過できない。核の標
的にされる懸念があり、事故の際
の情報統制なども不安。収入源を
ベース頼みにしている市民もいる。
（50代男性）
●万が一に備えて家に薬を用意し
ています。第２次大戦に負けたの
で仕方がないと思う反面、ベース
に勤めて生活している人も多いの
で本音は複雑です。（50代女性）
●世界情勢から鑑みると空母も必
要と思うが、市民にもう少し情報が
ほしい。（10代男性）
●知らなかった。もっと勉強して理
解してから賛否を回答したい。（30
代女性）
●何も知らなかった。調べてみる。
（10代男性）
●原子力はいいものではないと思
う。配備にちゃんとした理由がある
なら市民に伝えるべきだ。（10代女
性）
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●現在の世界情勢を見るとやむを
えないと思うし、防御力は必要と思
う。（70代男性）
●横須賀市の経済効果に大いに
寄与している。（30代女性）
●抑止力として海自プラスアルファ
として重要であり、海上防衛上最も
必要な艦であると認識している。
（70代男性）
●米国と上手くやっていって欲し
い。（80代男性）
●安保条約があるので配備は仕
方ない。（70代男性）
●日本の防衛上必要な配備であ
り、それを承知の上で横須賀に居
住しているので反対する理由はな
い。無理に隠さず、必要最低限の
情報公開（軍事上の機密は除く）を
行うことで地元の理解は得られる
と思う。（50代男性）
●日本の国防のためにはあった方
がいい。（10代男性）
●米軍がいることで抑止力に繋
がっているから。（20代男性）
●放射能が漏れた場合には大規
模な事故になり横須賀にも住めな
くなるだろうということは知ってい
る。でも、ここで生まれ育ち、米軍基
地があることで糧を得ている。自然
災害だって避けることはできない。
仕方ない、運もあると思っている。
（60代女性）
●本音は反対であるが、安全保障
上、どこかの自治体が引き受ける
必要があり仕方がない。また米軍
が雇用創出の機会にもなってい

る。（50代男性）
●もっと米軍と横須賀市の交流を
盛んにして、お互いに良い影響を
与え合っていけたらと思う。（60代
女性）
●残念ながら横須賀に米軍の基
地があり、最新鋭の軍備が抑止力
になっていることは認めなければ
ならない。いずれ、そんなものが必
要ない世界になるよういろいろな
方面から努力をしていくことが重
要と思う。（60代男性）
●今のところ特に問題無さそうだ
から。（20代女性）
●原子力空母がいることで安心し
ている。（10代男性）
●エネルギー面で優れた原子力
空母は抑止力としては必要だと思
う。（40代男性）
●自分に関係ないから賛成。（10
代男性）
●観光名所になり地域が活性化
し、防衛に貢献している。（30代男
性）
●地政学的に、配置は理にかなっ
ていて、原子力ということでなぜ問
題があるか、わからない。（40代男
性）

●アメリカに対して毅然とした態
度でダメなものはダメとハッキリと
云える事が肝心。何でもアメリカの
言いなりになっている様にしか思
えない。良きパートナーであるから
こそハッキリと断るべき事は断る事
が大事であろう。（70代男性）
●東京湾内という人口密集地での

原子力空母事故による放射能漏
れ、一次冷却水の大量放出等「核
事故」への不安があり、反対です。
（40代男性）
●市民の目線で考えると、横須賀
基地で原子力空母が事故を起こ
す可能性も考えられ、福島第一原
発の惨劇を思い出させるので反対
です。（20代男性）
●米軍が情報を開示していないの
が大変不満。市民を危険におとし
いれる原子力空母の母港化に絶
対反対。（70代男性）
●日本に配備することはよくない。
原発と同じ。（90代男性）
●小さい子供もいるし怖い。（20代
女性）
●原子力艦事故は起きないという
前提での防災訓練や安定ヨウ素剤
の備蓄対応になっている。市民の
安心安全を守るために原子力艦
船は横須賀に来ないでほしい。
（60代男性）
●広島・長崎、3.11の福島を経験
し危なさが分かったはず。原子力
反対の立場で世界と対峙するしか
ない。（50代男性）
●事故につながる可能性、大規模
な被害が出る可能性があると感じ
る。（20代女性）
●いつまでもアメリカにたよるの
はよくない。（70代男性）
●忌野清志郎が原子力は危ない
と言っていた。自分も反対する。
（50代男性）
●原子力は人間の力では制御で
きないので反対。（70代男性）
●敗戦国だから日本の立場は難し
い。戦争反対。（70代女性）

●声に出して言えないが、イヤで
すね。（80代女性）
●空母をはじめとする原子力艦船
の配備に反対。自衛隊を含む基地
撤去が必要。軍転法の理念が尊重
されるべき。市長の対応に問題あ
りと考える。（70代男性）
●米軍の司令部があるのだから１
番先に狙われる。平和は話し合い
で勝ち取るもの。外交が大切。（80
代女性）

●横須賀市民に説明する場を設
けて欲しい。それから賛否を判断し
たい。（50代女性）
●きちんと情報を開示しているな
ら、反対することはないと思いま
す。（60代男性）
●必要性はわかっているが、何か
抵抗がある。それをうまく言語化で
きない。（20代女性）
●生活が脅かされないならいい。
（50代女性）
●日本の防衛を各地で負担するの
は理解できる。沖縄だけ大きく負
担しているのは国民として恥ずか
しい。（70代女性）
●現在の世界情勢からすると、致
し方ありません。（40代男性）
●個人の生活感覚だけで答えるわ
けにはいかない。（60代男性）
●配備で抑止効果があると思う一
方で標的になりやすい。敗戦国で
ある日本の安全保障だと考える。ロ
シア・中国などの脅威に晒され続
けている。また気象や地形を含め
て日本列島の宿命ではないだろう
か。（60代男性）
●原子力そのものの賛否はある
が、ある程度高度な軍事力がある
ことは防衛上必要だと思う。（40代
男性）

●なぜ必要なのかを説明したうえ
で安全対策をしっかりとしてほし
い。配備の賛否はそのうえで考え
たい。（50代男性）
●空母が来ることで利益が得られ
るお店があるから一概に悪いとは
言えない。（30代女性）
●横須賀の町が有名になったの
は原子力空母のおかげなので完
全に反対とまでは言いきれない
が、できればない方がいい。（50代
男性）
●日本を守ってくれるなら。戦禍に
巻き込まれるのは嫌だ。日米安保
を思えば仕方ないのかな。（80代
女性）
●横須賀に置かれることについて
周知されていない不信感がある。
（20代女性）
●日米同盟は幻想。自分達で防御
する術がなければ攻撃されても人
命を守ることはできない。戦争が
起きることのない世界にすること
が大前提だが、国連が機能せず武
器を使いたがる国家元首が暴挙
をふるう現実がある以上、自分達
の国は自分達で自衛できなければ
ならないと思う。世界平和と自衛、
どちらも重要。世界が平和を取り戻
すことを切に願う。（40代女性）
●抑止力になっているとも思うが、
その件について日頃はほとんど考
えてはおらず、横須賀に見物客が
増えるといいと思っている。（50代
女性）
●戦争のない世界、ありえないの
かなぁ。（60代男性）
●日米安全保障の強化に寄与す
ると思う。海上防衛、平和維持につ
ながるとも思う。一方で、原子力空
母の駐留で環境への懸念や観光
リスク、原子力の運用や廃棄物処
理による放射性物質のリスクがあ
る。（30代男性）

●国防上有用だと思うが米兵によ
る事件など看過できない。核の標
的にされる懸念があり、事故の際
の情報統制なども不安。収入源を
ベース頼みにしている市民もいる。
（50代男性）
●万が一に備えて家に薬を用意し
ています。第２次大戦に負けたの
で仕方がないと思う反面、ベース
に勤めて生活している人も多いの
で本音は複雑です。（50代女性）
●世界情勢から鑑みると空母も必
要と思うが、市民にもう少し情報が
ほしい。（10代男性）
●知らなかった。もっと勉強して理
解してから賛否を回答したい。（30
代女性）
●何も知らなかった。調べてみる。
（10代男性）
●原子力はいいものではないと思
う。配備にちゃんとした理由がある
なら市民に伝えるべきだ。（10代女
性）

どちらとも言えない
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●市民の声をもっと聞いてほしい。
（60代女性）
●勉強していきたい。子どもにしっ
かりと説明できるようになりたい。
（40代女性）
●各地の米軍基地からPFAS等が
検出されている報道があります。私
は海産物が好きなので（走水海苔
や地魚など）、海の汚染が心配で
す。どうして米軍に強行に対応でき
ないのでしょうか。（70代女性）
●放射能の恐ろしさを経験してい
る日本。事故が絶対おきないと言
う保証はない。原子力空母につい
て全市民が理解し納得できる対策
を即公開してほしい。（80代女性）
●具体的に何が危険なのか、法制
的にどこが問題なのか、配備を断
ることのできる可能性があるのか
知りたい。（60代女性）
●身近な問題なのにどこか遠いと
ころがあり、それは反省しなければ
と思う（60代女性）
●米軍があることによって雇用な
ど経済が回っている点もあるので
空母と言うか米軍じたいに悪い印
象はありません。（20代女性）
●不安に思いつつ、大丈夫と自分
自身に思い込ませようとしている。
（70代女性）
●市民の意見を聞かずに空母を
設置することが問題。話し合いの
場を設けて今後のことを考えた方
がいい。（20代男性）
●住民の反応がうすいのが不満。
自分も一歩ふみだせないのでこの
ようなアンケートに感謝している。
（80代女性）
●米軍基地で働いている。日本の

税金が多額に使われていて基地
の中の米国人はいばっている。日
本の従業員はペコペコしていやに
なる。年金で食べていけないので
働いている。放射能に対する安全
対策は不十分だと思う。（70代女
性）
●基地の観光資源化はおかしい。
（40代男性）
●軍事より社会福祉や高齢者 子ど
も関係にお金をかけて欲しい。（50
代女性）
●小泉元総理が原発反対を唱え
ている。今一度お話を伺いたい。
（70代男性）
●配備されない事が可能なら、そ
れに越した事はないが、日米安保
条約もあるし、空母や基地関連の
仕事で生計を立てている人もいる
から、安全面の配慮を怠らず常に
注意をしながら共存出来れば良い
のではないかと思う。（50代男性）
●反対運動や署名を見かけるが、
詳しいことを知らないので協力で
きない。興味がある人以外の多く
の市民へ広く認知される機会があ
れば良いと思う。（40代女性）
●米軍と日本政府はどのように抑
止力として軍を使うのか、もっと
オープンに話し合ってその情報を
一般人にも公開すべきだと思う。メ
リット、デメリットを開示したうえで
国民が反対なのか賛成なのか意
見を述べられるようにしたほうが
良いと思う。（30代女性）
●原子力空母について、小学生や
中学生も勉強し議論する必要があ
る。受験勉強ばかりでなく、日本を
もっと知ることが必要だと思う。

（40代女性）
●私たち一般の生活者は原子力
空母にしても、国の安全にしても、
そもそもわかっていないと思う。そ
んなことではいけないと思うが、今
の生活だけでも大変で頭がそこま
で回らない。未来は良きものにし
たいと思って生きてきたが、自分の
人生だけでも下降線。
空母の話などをすると変な人扱い
されてしまいそうな気がする。もう
自由な発言ができない国というか
時代というか、そんな気もする。
（50代女性）
●横須賀市に住んではいるもの
の、そういう話は誰ともしないし、
話題にあがらない。自分で情報を
取るかとなると、かなり関心がない
と動かない感じ。震災のように重
大な事が起こらなければ、関心が
向かない。市民たちが雑談のつい
でに、いろいろ話し合える場がある
といい。（50代女性）
●原子力空母の安全性や配備ま
での討議内容、経緯などを明確に
説明してほしい。（40代女性）
●市民は原子力空母に関心を持
つべき。行政やマスコミはもっと情
報発信の工夫が必要。（50代男性）

要望・提案・感想

記入意見の抜粋
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要請

市民アンケートの結果を踏まえて、
日本政府、在日米海軍司令部、横須賀市へ以下の要請を行いました。

令和6年9月23日
内閣総理大臣　岸田　文雄　殿
内閣府原子力防災担当政策統括官　殿

　　　　　　　　　 要　請　書

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会

１、今年2024年、原子力空母Ｒレーガンは米国に帰り、交
代に次の原子力空母Ｇワシントンが横須賀に配備される
予定ですが、この交代はあと約10年は横須賀で原子炉が
稼働し続けるという新たな提案で、これに対する私達市民
の意見が聞かれていません。　
　そこで住民投票を成功させる会では本年4月から6月に
別紙１のとおりの原子力空母についての市民アンケート
を行い、4094名から回答を得ました。（内横須賀市民は
3485名）その回収種別、男女比、年齢構成は別紙１のとお
りです。
　また別紙２のとおり、意見を得ました。

２、このアンケート結果は、以下のとおり分析、評価できま
す。
(1) 横須賀に原子力空母が配備されているを知っている
か、につき配備後16年がたち、知らないという10代の人が
78.2％と多い。
(2) 原子力空母に対する安全対策をどう思うか、につき、わ
からないが約半数を占め、不十分と合わせると、8割を超え
る。配備後13年がたったにも係わらず、市民への情報提供
が不足していることの現れと言えよう。
(3) 横須賀に原子力空母が配備されていることについてど
う思うか、につき、どちらともいえないが最も多い点に、横
須賀市民の複雑な心情が現れている。
　次いで反対が、賛成より多い。（別紙２の意見も参照）

３、以上の市民アンケート結果を踏まえ、私達は内閣総理
大臣及び内閣府防災担当に、以下の事項を強く求めます。
●原発では全ての事故及びトラブル情報が、国民に公開
されているのに対して、原子力空母の原子炉については、

安全性を検証するための設計情報も、運転情報も、事故及
びトラブル情報も、全く国民に提供されていません。また米
国内の原子力艦原子炉修理の造船所では、多くの事故、
放射能漏れが発生していることが明らかになっています
が、昨年の原子力空母レーガンの7回の出航延期の原因
が原子炉トラブルか否かについての情報、原子炉修理作
業中の放射能漏れ情報等が公開されず、明らかになって
いません。
　市民の安心安全のため、これら原子力艦の原子炉に関
するあらゆる情報を公開して、日本政府と共有し、市民に
対して報告、説明するよう、米国、米海軍に求めて下さい。
●原発では、周辺30キロ以内の地域で、重点的な防災訓
練等の対策が実施されているのに、原子力空母では、米海
軍との日米合同訓練では、最悪の事故が想定されず極め
て軽微な想定であり、横須賀市の原子力艦事故地域防災
訓練でも、たった３キロ以内という過少な被害想定のた
め、３キロ以内という一部の市民を対象としてしか、防災
訓練が行われていません。
　米国政府に対して、原子力艦の原子炉についての情報
開示を求めることとともに、横須賀市と一元的な最悪の事
故を想定した原子力艦事故対策訓練を実施するよう求め
て下さい。
　また横須賀市の原子力艦事故地域防災訓練でも、原発
並の防災訓練等の対策をとれるよう、原子力艦の原子力
災害対策マニュアルを改訂して下さい。
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要請

令和6年8月23日
在日米海軍司令官　イアン・ジョンソン少将

　　　　　　　　　要　請　書

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会
　　　　　　　　　　　　　共同代表　呉東正彦　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
親愛なるイアン・ジョンソン様

　私は、米国の原子力空母が配備されていた米海軍横須
賀基地のある横須賀市民を中心とする市民団体の共同代
表です。
　2015年に米海軍横須賀基地に配備されていた原子力
空母ロナルド・レーガンが今年夏に米国に帰りましたが、
それと交代に原子力空母ジョージ・ワシントンが、この秋に
横須賀に配備されようとしており、これは原発再稼働に匹
敵する重大な提案です。
　原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる
会は、この原子力空母交代に対して、この4月から6月まで
横須賀市民を中心とする市民アンケートを行い、約3500
名の横須賀市民の回答につき、以下の結果でした。
１、横須賀に原子力空母が配備されているを知っていま
すか？
　知っていたが、70.9パーセント、知らなかったが29.1
パーセント
２、原子力空母に関する米軍・日本政府や横須賀市の安
全対策をどう思いますか？
　十分が16.9パーセント、不十分が34.3パーセント、わか
らないが48.8パーセント
３、横須賀に原子力空母が配備されていることについて、
どう思いますか？
　賛成が23.8パーセント、反対が30.1パーセント、どちらと
もいえないが46.1パーセント
　原子力空母の配備について、相対的には反対が、賛成
より多く、どちらともいえないとの回答者でも、原子力空母
の原子炉の情報が不十分で不安をもっている意見が多数
あり、多くの市民が原子力空母の継続配備を無条件で容
認しているのではありません。
　そこでこの市民アンケート結果を踏まえ、以下のとおり
要請いたしますので、これらについて、私宛ご回答をお願

いいたします。

１、原子力空母に対する安全対策をどう思うか、につき、わ
からないが約半数を占め、不十分と合わせると8割を超え
ており、原子力空母配備に賛成、反対の回答者を通じて原
子力空母の安全性及び安全対策は重大な関心事であり、
原子炉の安全性に関する情報の少なさを指摘していま
す。
　昨年9月の7回にわたる原子力空母レーガンの出航延
期は、市民の間に原子炉の何らかのトラブルが原因なの
ではないかとの懸念を生じさせましたが、米海軍からは、
そうであるかないか、も含めて、全く原因につき情報の提
供がありませんでした。
　米海軍として、上記も含め、原子力空母の原子炉の安全
性について、より具体的な情報提供をするとともに、地元
市民向けの原子力空母の安全性についての説明会を開
催して下さい。

２、現在、原子力空母事故対策訓練は、地元横須賀市民
が参加するものと、米海軍が参加するものが別々に開催さ
れ、その不十分性が指摘されています。
　一元的な原子力空母事故対策訓練が開催されるよう、
最悪の事故を想定した地元横須賀市民が参加する横須
賀市の原子力空母事故対策訓練に米海軍も参加して下さ
い。
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令和6年9月25日
横須賀市長・上地克明殿
危機管理課御中／国際交流課基地政策担当御中
横須賀市教育委員会御中
　　　　　　　　　　要　請　書

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会

１、今年2024年、原子力空母Ｒレーガンは米国に帰り、交
代に次の原子力空母Ｇワシントンが横須賀に配備される
予定ですが、この交代はあと約10年は横須賀で原子炉が
稼働し続けるという新たな提案で、これに対する私達市民
の意見が聞かれていません。
　そこで住民投票を成功させる会では本年4月から6月に
原子力空母についての市民アンケートを行い、4094名か
ら別紙1のとおりの回答を得ました。（内横須賀市民は
3485名）その回収種別、男女比、年齢構成は別紙1のとお
りです。また別紙２のとおり、意見を得ました。

２、アンケート結果は、以下のとおり分析、評価できます。
（1） 横須賀に原子力空母が配備されているを知っている
か、につき配備後16年がたち、知らないという10代の人が
78.2％と多い。
（2） 原子力空母に対する安全対策をどう思うか、につき、
わからないが約半数を占め、不十分と合わせると、8割を
超える。配備後）16年がたったにも係わらず、市民への情
報提供が不足していることの現れと言えよう。
（3） 横須賀に原子力空母が配備されていることについて
どう思うか、につき、どちらともいえないが最も多い点に、
横須賀市民の複雑な心情が現れている。
　次いで反対が、賛成より多い。（別紙２の意見も参照） 

３、以上の市民アンケート結果を踏まえ、私達は横須賀市
長及び各部局に対して、以下の事項を強く求めます。
●原発では全ての事故及びトラブル情報が、国民に公開
されているのに対して、原子力空母の原子炉については、
安全性を検証するための設計情報も、運転情報も、事故及
びトラブル情報も、全く国民に提供されていません。また米
国内の原子力艦原子炉修理の造船所では、多くの事故、
放射能漏れが発生していることが明らかになっています
が、昨年の原子力空母レーガンの7回の出航延期の原因
が原子炉トラブルか否かについての情報、原子炉修理作
業中の放射能漏れ情報等が公開されず、明らかになって
いません。
　市民の安心安全のため、これら原子力艦の原子炉に関

するあらゆる情報を公開して横須賀市と共有するよう、ま
た市民に対して報告、説明するよう、米海軍及び国に求め
て下さい。
●原発では、周辺30キロ以内の地域で、重点的な防災訓
練等の対策が実施されているのに、原子力空母ではたっ
た3キロ以内という過少な被害想定のため、現在3キロ以
内という一部の市民を対象としてしか、防災訓練が行われ
ていません。
　国に対して、米国政府に対して原子力艦の原子炉につ
いての情報開示を求めることとともに、原子力艦の原子力
災害対策マニュアルを改訂し、原発並の防災訓練等の対
策をとれるよう求めて下さい。
●横須賀市独自でも、横須賀市地域防災基本計画で、全
市域が原子力艦放射能事故防災　対策区域となってお
り、ＯＩＬによって全市域が避難等の対象となりうるので
すから、防災訓練対象地域を拡大するとともに、全市民を
対象とした原子力艦放射能事故対策についての広報、周
知対策をとって下さい。
●今年の横須賀市原子力艦事故地域防災訓練、日米合同
原子力艦事故防災訓練は、いつ開催される予定でしょう
か。
　多くの原子力空母の原子炉への不安をもつ市民の声を
踏まえ、日米合同原子力艦事故防災訓練において、深刻な
事故を想定したよりリアルな想定とするなど新しい取組を
加えるとともに、横須賀市原子力艦事故地域防災訓練に
おいてもより多くの市民の参加、土日の実施、3キロ以遠へ
の避難訓練、被曝医療訓練等の新しい取組を加えて下さ
い。また地域集会で多くの意見のあった、ヨウ素剤の事前
配付を検討、実施して下さい。
●10代の市民の78.2％が、原子力空母の配備を知らない
という結果につき、これでは万一の原子力空母の放射能
事故の際、若者が何も知らないまま置き去りにされてしま
います。
　小中学校教育の中で、全生徒を対象に、横須賀を米海
軍の原子力空母が母港としており、万一の放射能事故の
おそれがあり、それについて何をすべきかについて単なる
原子力事故対策資料の配付に止めずに、きちんと時間を
とってカリキュラム化して学習させ周知させて下さい。
●現在統廃合の対象とされている田浦小、そして今後統
廃合の対象とされる可能性のある逸見小、沢山小、汐入小
は原子力艦放射能事故の３キロの防災対策範囲内にあ
り、避難の集合場所、ヨウ素剤の配付場所となっています
が、統廃合された後、当該地区の住民は原子力艦放射能
事故の際、どうすればよいのでしょうか。 

要請
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原子炉

タービン

蒸気 蒸気発生器

復水器

一次冷却水ポンプ原子炉格納容器

　

原
子
力
空
母
は
原
子
炉
を
積
み
、
核
分
裂

反
応
に
よ
る
熱
で
作
っ
た
水
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
て
航
行
す
る
航
空
母
艦
で
す
。
原
子
力

発
電
用
の
加
圧
水
型
原
子
炉
は
、
海
軍
の
原

子
炉
が
原
型
で
す
。

　

米
海
軍
の
ニ
ミ
ッ
ツ
級
原
子
力
空
母
の
熱
出

力
は
60
万
ｋ
ｗ
。
発
電
炉
に
換
算
す
る
と
約

20
万
ｋ
ｗ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
福
井
美
浜
原

発
１
号
炉
に
相
当
す
る
規
模
。
そ
の
原
子
炉
が

「
安
全
審
査
」
も
な
い
ま
ま
、
横
須
賀
に
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

原
発
と

米
海
軍
軍
艦

原
子
炉
は

「
兄
弟
」で
す
。

2024
キャンペーン③

福
島
原
発
事
故
を
受
け
、
原
発
は
５
キ
ロ
以

内
を
応
急
避
難
区
域
、
30
キ
ロ
以
内
を
防
災

重
点
区
域
に
拡
大
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
原
子

力
空
母
は
、
放
射
能
事
故
の
際
１
キ
ロ
以
内
が

応
急
避
難
区
域
、
３
キ
ロ
以
内
が
屋
内
退
避

区
域
と
さ
れ
た
ま
ま
で
、
横
須
賀
市
の
原
子
力

艦
事
故
防
災
訓
練
も
３
キ
ロ
以
内
し
か
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、
原
子
力
空
母
の
周

辺
３
キ
ロ
以
内
の
防
災
対
策
で
充
分
で
あ
る
と

い
う
国
と
市
の
見
解
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

2024
キャンペーン⑤

　
　

米
海
軍
軍
艦
の
原
子
炉
に
使
わ
れ
て
い
る

核
燃
料
の
う
ち
、
核
分
裂
を
す
る
ウ
ラ
ン
２
３

５
濃
度
は
約
95
％
。
こ
れ
は
核
兵
器
と
同
程

度
の
高
濃
度
で
す
。

　

原
発
用
の
核
燃
料
は
暴
走
を
防
ぐ
た
め
に
濃

度
を
３
〜
５
％
に
お
さ
え
て
い
ま
す
が
、
原
子

力
空
母
は
燃
料
を
長
期
間
交
換
し
な
い
と
い
う

軍
事
的
な
理
由
で
、
高
濃
度
の
燃
料
を
使
い
ま

す
。
核
燃
料
交
換
は
20
年
に
一
度
。
原
子
炉
の

運
転
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
死
の
灰
」
も
、
20
年

分
た
め
込
ま
れ
ま
す
。

20
年
分

原
子
炉
に

た
め
込
ま
れ
る

「
死
の
灰
」

2024
キャンペーン④

核燃料のウラン235の濃度

約95％
約5％原発

原子力
空母

05
年
原
子
力
空
母
の
横
須
賀
配
備
が
通
知
さ

れ
た
時
、横
須
賀
市
長
も
市
議
会
も
周
辺
自
治

体
も
反
対
の
声
を
挙
げ
ま
し
た
。し
か
し
翌
年

横
須
賀
市
長
は
容
認
に
転
じ
、市
民
の
声
が
聞

か
れ
て
い
な
い
の
で
住
民
投
票
の
実
施
を
求
め

る
署
名
に
１
回
目
４
万
、２
回
目
５
万
の
署
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。否
決
し
た
市
議
会
も
安
全

性
確
保
と
防
災
体
制
強
化
を
求
め
ま
し
た
。と

こ
ろ
が
そ
の
進
展
も
な
い
ま
ま
今
年
新
た
な
原

子
力
空
母
が
配
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

原子力空母、
最初はみんな
反対でした。 2024

キャンペーン⑥

市
民
集
会
に
登
壇
さ
れ

た
三
浦
半
島
４
市
１

町
の
幹
部
の
皆
さ
ん
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
続
く
、
原
子
力
空
母
の

横
須
賀
配
備
。
一
番
大
き
な
問
題
は
、
一
度
も

市
民
の
意
見
が
聞
か
れ
な
い
ま
ま
、
配
備
が
続

い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
年
後
半
と
さ
れ
て
い
る
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
へ
の
交
代
。
市
民
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
を
、
３
０
０
０
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
お

聞
き
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会
横須賀市民法律事務所内　☎0468-827-2713

2024
キャンペーン②

① ②

③ ④

⑤ ⑥

3000人市民
アンケートに
ご協力を！

アンケート用紙は
QRコードから

タウンニュース意見広告掲載・6回

原子力空母
時代遅れの
二重基準
原発
災害指針
（2013年）

原子力艦
防災
マニュアル
（2004年）

放射線量 避難区域 重点地域

毎時5 5キロ
圏内

30キロ
周辺

3キロ
圏内
(屋内避難）

1キロ
以内

マイクロ
シーベルト

毎時
100
マイクロ
シーベルト

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会
横須賀市民法律事務所内　☎0468-827-2713

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会
横須賀市民法律事務所内　☎0468-827-2713

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会
横須賀市民法律事務所内　☎0468-827-2713

原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会
横須賀市民法律事務所内　☎0468-827-2713

6回目の
意見広告
6月14日
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関
　
連
　
記
　
事

神
奈
川
新
聞
、２
０
２
４・１・20

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス・横
須
賀・三
浦
版
、２
０
２
４・８・30
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朝
日
新
聞
、２
０
２
４・11・23

毎
日
新
聞
、２
０
２
４・11・20
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2024
キャンペーン
スナップ
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●会計報告とお礼
　2023年10月より市民アンケート活動への
カンパを募り、8か月間で1,008,500円のカ
ンパを頂きました。文字通り北海道から沖
縄まで、日本全国から延べ260名の方にご
賛同いただきカンパを頂きました。
　幾度も集会を行い、印刷物を作成し、郵
便物の発送など有効に活用させていただき
ました。
　この活動はアンケート結果が出て終わり
でなく、この結果を踏まえて更なる皆さんの
ご意見を集約日米政府、横須賀市への申し
入れを行います。今後とも活動へのご協力
よろしくお願いします。

繰越金 640,061

カンパ 1,008,500

その他 7,900

合計 1,656,461

印刷費 142,800

事務費 33,090

行事費 1,065,736

通信送料 281,472

他支出 26,980

カンパ手数料 45,771

合計 1,595,849

収入の合計 1,656,461

支出の合計

差引残高

1,595,849

60,612

会場費，タウンニュース，GMOリサーチ

延260名( 全国から)

パンフ売上，ピーフェス売上

キャンペーン冊子1000部，チラシ10,000枚

振込用紙印字，コピー用紙，封筒

ニュース発送 12月，2月，7月

振込手数料

郵便振込

2024市民アンケート会計報告
2023年10月1日～2024年8月7日

収入

支出

※※※

※

※

※

※ ※

※

※

※

※ 通常払込
料金加入
者 負 担

住民投票を成功させる会

住民投票を成功させる会

口
座
記
号
番
号
加
入
者
名

加
入
者
名

料
　
金

お
と
こ
ろ
　
　
お
な
ま
え

備
　
考

金
　
額

通

信

欄

・

ご

依

頼

人

金
　
額

料
　
金

備
　
考

ご
　
依
　
頼
　
人

日 　 附 　 印
日
　
附
　
印

千 百 十 万 千 百 十 円

千 百 十 万 千 百 十 円口座記号 口座番号

振替払込振替請求書兼受領証

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

〒　　　　ー

（ご連絡先電話番号　　　　　－　　　　　－　　　　　）
ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。
これより下記には何も記入しないでください。

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

各
票
の
※
印
欄
は
、
ご
依
頼
人
様
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

通常払込料金
加 入 者 負 担02

払 込 取 扱 票

１口・１０００円
　　　　　　　　　　　円

【ご意見】

×　　口

　

２
０
０
８
年
、空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
の
配
備
か
ら
35
年
、３
代

続
い
た
通
常
型
の
空
母
が
、原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ・
ワ
シ
ン
ト

ン
に
交
代
し
ま
し
た
。２
０
１
５
年
に
は
、２
隻
目
の
原
子
力

空
母
と
し
て
、ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
が
横
須
賀
に
配
備
さ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
、今
年
２
０
２
４
年
後
半
に
は
、近
代
化
の
改
修

を
終
え
た
ジ
ョ
ー
ジ・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
、横
須
賀
に
再
び
配
備
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

繰
り
返
さ
れ
る
原
子
力
空
母
の
交
代
は
、横
須
賀
が
米
軍
事

戦
略
の
拠
点
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
証
で
す
。そ

し
て
な
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
も
原
子
力
空
母
の
母
港
で
あ
り
続

け
る「
恒
久
化
」の
宣
言
で
す
。

　

問
題
は
、一
度
も
市
民
の
意
見
が
聞
か
れ
な
い
ま
ま
原
子
力

空
母
の
配
備
が
続
い
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
、「
原
子
力
空
母
母
港
化
の
是
非
を
問
う
住

民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
会
」は
、原
子
力
空
母
配
備
の
是
非
を
、

市
民
に
問
う
た
め
、以
下
の
３
本
柱
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

3
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

①
原
子
力
空
母
交
代
問
題
と
、「
２
０
２
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を

市
民
に
知
ら
せ
る
意
見
広
告
の
連
続
掲
載
。

②
市
内
５
地
区
他
で
の
原
子
力
空
母
の
安
全
性
、防
災
の
出
前

市
民
説
明
、意
見
交
換
会
の
開
催
。

③
原
子
力
空
母
交
代
の
是
非
を
問
う
、3
０
０
０
人
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
。

　

集
め
ら
れ
た
市
民
の
声
を
、横
須
賀
市
長
や
、日
米
両
政
府

に
対
し
て
表
明
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
冊
子
の
作
成
、意
見
広
告
の
掲
載
費（
6
回
の

連
載
予
定
）、3
0
0
0
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
等
に
多
く
の

費
用
が
必
要
で
す
。「
２
０
２
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
成
功
さ
せ

る
た
め
、全
国
の
皆
さ
ん
に
基
金
援
助
の
お
願
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１口・１０００円賛 同 金
100万円目 標 額

ご賛同いただける方は、
下の払込用紙でご送金下さい。
ご住所、お名前もお忘れなく

ご記入ください。

原
子
力
空
母
の
配
備
を
問
う
２
０
２
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
支
援
を
！

0 0 2 0 0  60 0 2 0 0  6

8 0 4 2 3

8 0 4 2 3

原子力空母母港化の是非を問う
住民投票を成功させる会

〒238-0008 神奈川県横須賀市大滝町1ー26 清水ビル3階　
横須賀市民法律事務所方

電話：046ー827ー2713　ＦＡＸ：046ー827ー2731

（キリトリ）

こ
の
ま
ま

ず
っ
と

原
子
力
空
母
の

い
る
ま
ち
で

い
い
で
す
か
？

原子力空母の配備を問う
2024キャンペーン

様

様

この受領証は、大切に保管してください。



25

25
年
分
の

死
の
灰

爆
弾
や

ジェッ
ト
燃
料
も

安
全
審
査

な
し
で
配
備

動
か
な
か
っ
た

非
常
用
復
水
器

原
発
の
燃
料
交
換
は
１
年
に
１

回
。溜
ま
る
死
の
灰
は
最
大
１
年

分
で
す
。原
子
力
空
母
の
燃
料
交

換
は
25
年
に
１
回
。溜
ま
る
死
の

灰
は
最
大
25
年
分
で
す
。

原
発
周
辺
に
は
、爆
発
物
貯
蔵
庫

や
燃
料
タ
ン
ク
を
作
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
原
子
力
空

母
は
、艦
内
の
至
近
距
離
に
、大

量
の
爆
弾
や
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料

を
積
ん
で
い
ま
す
。

米
海
軍
は
、原
子
力
空
母
に
は
電
力
に

頼
ら
ず
自
然
対
流
で
原
子
炉
を
冷
却
で

き
る
能
力
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。非
常
用

復
水
器
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、福
島

原
発
１
号
機
に
も
同
様
の
装
置
が
あ
り

ま
し
た
が
、メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
食
い
止
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

原
発
は
日
本
政
府
の
厳
し
い
安

全
審
査
を
受
け
て
い
ま
す
。そ
れ

で
も
事
故
は
起
き
ま
し
た
。原
子

力
空
母
は
、そ
の
安
全
審
査
す
ら

受
け
て
い
な
い
、ま
っ
た
く
の

ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
状
態
で
す
。

星
条
旗
新
聞
は「
水
位
は
６
フ
ィ
ー
ト

（
１
８
３
cm
）下
が
り
、揺
れ
は
非
常
に

強
く
て
船
を
埠
頭
岸
壁
か
ら
離
す
ほ

ど
だ
っ
た
」と
乗
組
員
の
証
言
を
伝
え

て
い
ま
す
。大
規
模
地
震
が
基
地
を
直

撃
す
れ
ば
、原
子
力
空
母
の
原
子
炉
も

決
し
て
安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３・
11
原
子
力
空
母
は

高
濃
度
の

燃
料
棒

原
発
の
核
燃
料
の
ウ
ラ
ン

２
３
５
の
濃
縮
度
は
３
〜

５
％
。こ
れ
に
対
し
て
、原

子
力
空
母
の
核
燃
料
ウ
ラ

ン
２
３
５
の
濃
縮
度
は
約

95
％
で
、原
爆
並
の
高

さ
で
す
。

原子力空母ひとくち知識

「原子力空母母港化の是非を問う住民投票を成功させる会」について
●2006年、住民の安全に影響を及ぼす原子力空母の
母港化は、市民の声を聞いた上で判断すべきとして、
横須賀市に対し住民投票の実施を求めるために発
足。２度の住民投票条例の直接請求を行う。2008年
の原子力空母母港化後も継続して、市・県・国に対し、
母港化の是非と安全性について問い続けています。

原子力空母ジョージ・ワシントン

問題は一度も市民の意見が聞かれないまま原子力空母の配備が続いている、ということです。
3,000人市民アンケートによって集まった「市民の声」を集計し、横須賀市・日米両政府に届けます。

アンケートご協力ありがとうございます

〒238-0008 横須賀市大滝町１ー26 清水ビル3階
横須賀市民法律事務所方　電話：046ー827ー2713連絡先

2008年

2024キャンペーン
アンケート終了時に手渡されたチラシ
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